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Ⅰ 調査概要 

 

１. 調査目的 

 

この調査は、市役所庁舎及び市立安芸中学校移転後の跡地について、有効な活用方法を検討

し、跡地活用方針案を作成するための基礎資料とすることを目的とし実施しました。  
２. 調査の実施について 

対象者 安芸市にお住まいの 18歳から 75歳の方 2,000名 

実施期間 令和 2年 9月 1日（火） ～ 令和 2年 9月 30日（水） 

実施方法 郵送配布、郵送回収 

 

３. 調査票の回収状況 

配布数 回収数 有効回収数 回収率 有効回収率 

2,000件 943件 942件 47.2％ 47.1％ 

 

４. 留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっています。 

１．「n」は「number」の略で、比率算出の母数を示しています。 

２．単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第 2位以下を四捨五入し、 

小数点第 1位までを表記しています。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合があ

ります。 

３．不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

１. あなたご自身のことについて 

 

性別 

問１ あなたの性別を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 
 

 

年齢 

問 2 令和 2年 8月 1日現在の、あなたの年齢はおいくつですか。（あてはまるもの１つに○） 

 

 

  

男性

44.2%

（416人）

女性

55.1%

(519人）

その他

0.3%

無回答

0.4%

（n=942）

18～30歳

12.2%

（115人）

31～40歳

13.7%

（129人）

41～50歳

21.1%

（199人）51～60歳

16.5%

（155人）

61～70歳

22.5%

（212人）

71歳以上

13.7%

（129人）

無回答

0.3%

（n=942）

・「61～70歳」が 22.5％と最も多く、次いで「41～50歳」が 21.1％、「51～60歳」が 16.5％、

「71歳以上」と「31～40歳」が 13.7％と同率で、「18～30歳」が 12.2％となっています。 

・「男性」が 44.2％、「女性」が 55.1％、「その他」が 0.3％となっています。 
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居住地区 

問 3 あなたがお住まいの地区はどちらですか。（あてはまるもの１つに○） 
 

 

 

 

住まいの形態 

問 4 世帯構成をお教えください。（あてはまるもの１つに○） 
 

 

  

安芸町

36.4%

（343人）

伊尾木・下山

7.6%

（72人）

川北

17.4%

（164人）東川

1.4%

（13人）

土居・僧津

12.6%

（116人）

井ノ口

12.2%

（115人）

栃ノ木・尾川・畑山・小谷

1.3%（12人）

穴内

5.1%

（48人）

赤野

5.3%

（50人）
無回答

0.6%

（n=942）

単身

12.4%

（117人）

夫婦のみ

24.8%

（234人）

夫婦と子又は夫

婦と親（二世代）

36.3%（342人）

母と子又は父と子

11.4%（107人）

親、子、孫（三世代）

8.3%（78人）

その他

5.8%（55人）

無回答

1.0%

（n=942）

・「安芸町」が 36.4％と最も多く、次いで「川北」が 17.4％、「土居・憎津」が 12.6％、「井ノ

口」が 12.2％、「伊尾木・下山」が 7.6％、「赤野」が 5.3％、「穴内」が 5.1％、「東川」は

1.4％、「栃ノ木・尾川・畑山・小谷」が 1.3％となっています。 

・「夫婦と子又は夫婦と親（二世代）」が 36.3％と最も多く、次いで「夫婦のみ」が 24.8％、「単

身」が 12.4％、「母と子又は父と子」が 11.4％、「親、子、孫（三世代）」が 8.3％、「その他」

が 5.8％となっています。 
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職業 

問 5 あなたの職業はどれにあてはまりますか。（あてはまるもの１つに○） 
 

 

  

会社員

30.0%

（283人）

公務員

9.3%

（88人）

自営業

19.5%

（184人）主婦・主夫

10.1%

（95人）

学生

4.0%

（38人）

無職（求職中を含む）

13.8%（130人）

その他

11.8%

（111人）

無回答

1.4%

（n=942）

・「会社員」が 30.0％と最も多く、次いで「自営業」が 19.5％、「無職（求職中を含む）」が 13.8％ 

「その他」が 11.8％、「主婦・主夫」が 10.1％、「公務員」が 9.3％、「学生」が 4.0％となっ

ています。 

・「その他」の内訳について、約半数がアルバイト・パート、約 1割の方が農業となっており、

それ以外では、介護・医療系職員、年金受給者、団体職員等が数名となっています。 
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安芸市に充実してほしいと思うもの 

問 6 安芸市に充実してほしいと思うものはなんですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

 

 

  

44.4 

39.8 

37.0 

34.5 

30.1 

27.6 

27.0 

19.9 

19.6 

17.5 

6.7 

1.0 

0.0% 20.0% 40.0%

医療・福祉・子育て支援施設

運動や健康づくりができる場

飲食店

子どもたちが安全に遊ぶことができる場

防災拠点

娯楽施設

人々が交流できる場

観光施設

地域活性化の取り組みができる場

イベントスペース

その他

無回答
(n=942)

【全体】 

・「医療・福祉・子育て支援施設」が 44.4％と最も多く、次いで「運動や健康づくりができる

場」が 39.8％、「飲食店」が 37.0％となっています。 
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単位％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位％ 

人

々

が

交

流

で

き

る

場

飲

食

店

娯

楽

施

設

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

運

動

や

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

場

イ

ベ

ン

ト

ス

ペ
ー

ス

医

療

・

福

祉

・

子

育

て

支

援

施

設

防

災

拠

点

観

光

施

設

地

域

活

性

化

の

取

り

組

み

が

で

き

る

場

そ

の

他

無

回

答

18～30歳

(n=115)
17.4 59.1 53.0 25.2 46.1 11.3 20.9 28.7 19.1 13.9 7.0 -

31～40歳

(n=129)
21.7 42.6 45.0 50.4 41.1 17.1 42.6 33.3 21.7 21.7 7.8 -

41～50歳

(n=199)
29.1 46.7 31.7 33.7 38.7 18.1 43.7 32.7 23.1 19.6 4.0 1.0

51～60歳

(n=155)
27.1 38.1 21.3 27.1 38.7 17.4 49.7 34.2 22.6 18.7 7.7 -

61～70歳

(n=212)
32.1 25.0 13.2 36.8 40.6 20.8 52.4 28.3 17.0 20.8 6.6 0.9

71歳以上

(n=129)
28.7 16.3 12.4 33.3 35.7 17.8 49.6 23.3 15.5 21.7 8.5 3.1

無回答

(n=  3)
33.3 - 33.3 33.3 - - - - - 33.3 - 33.3

年

齢

【地区】 

・多くの地区が「医療・福祉・子育て支援施設」が最も多いのに対し、井ノ口では「運動や健康

づくりができる場」、栃ノ木・尾川・畑山・小谷では「防災拠点」が最も多くなっています。 

【年齢】 

・51～60歳以降では「医療・福祉・子育て支援施設」が最も多くなっていますが、18～30

歳、41～50歳の若年～中年層では「飲食店」が最も多くなっています。また、31～40歳の

子育て世代では「子どもたちが安全に遊ぶことができる場」が最も多くなっています。 

人

々

が

交

流

で

き

る

場

飲

食

店

娯

楽

施

設

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

運

動

や

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

場

イ

ベ

ン

ト

ス

ペ
ー

ス

医

療

・

福

祉

・

子

育

て

支

援

施

設

防

災

拠

点

観

光

施

設

地

域

活

性

化

の

取

り

組

み

が

で

き

る

場

そ

の

他

無

回

答

安芸町

(n=343)
28.3 38.5 29.2 33.8 38.8 15.5 39.1 29.2 21.0 18.4 6.1 1.2

伊尾木・下山

(n= 72)
13.9 40.3 26.4 25.0 36.1 8.3 45.8 33.3 15.3 11.1 5.6 -

川北

(n=164)
23.8 36.0 23.8 37.2 40.2 18.9 45.7 29.9 18.3 17.1 5.5 0.6

東川

(n= 13)
30.8 30.8 15.4 23.1 38.5 15.4 76.9 15.4 15.4 15.4 15.4 -

土居・僧津

(n=119)
29.4 40.3 29.4 38.7 47.1 21.8 51.3 29.4 21.0 16.8 10.1 -

井ノ口

(n=115)
27.8 35.7 29.6 33.0 42.6 20.9 41.7 29.6 19.1 27.8 5.2 1.7

栃ノ木・尾川・畑山・小谷

(n= 12)
25.0 41.7 25.0 41.7 41.7 33.3 41.7 50.0 25.0 33.3 8.3 -

穴内

(n= 48)
29.2 29.2 25.0 31.3 29.2 16.7 54.2 31.3 22.9 27.1 10.4 -

赤野

(n= 50)
36.0 32.0 28.0 44.0 38.0 18.0 52.0 38.0 22.0 28.0 6.0 2.0

無回答

(n=  6)
33.3 16.7 33.3 16.7 33.3 33.3 - - - 16.7 - 16.7

地

区
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単位％ 

 

 

 

単位％ 

 

人

々

が

交

流

で

き

る

場

飲

食

店

娯

楽

施

設

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

運

動

や

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

場

イ

ベ

ン

ト

ス

ペ
ー

ス

医

療

・

福

祉

・

子

育

て

支

援

施

設

防

災

拠

点

観

光

施

設

地

域

活

性

化

の

取

り

組

み

が

で

き

る

場

そ

の

他

無

回

答

単身

(n=117)
34.2 35.9 24.8 31.6 42.7 16.2 39.3 23.1 17.9 19.7 5.1 0.9

夫婦のみ

(n=234)
27.8 32.1 18.8 35.5 41.5 18.4 52.6 25.6 18.8 20.1 5.1 1.7

夫婦と子又は夫婦と親（二世代）

(n=342)
23.4 43.9 31.3 38.0 38.3 16.1 44.7 36.5 21.6 19.3 6.1 -

母と子又は父と子

(n=107)
29.9 29.0 31.8 28.0 36.4 16.8 38.3 29.9 17.8 17.8 8.4 1.9

親、子、孫（三世代）

(n= 78)
26.9 37.2 37.2 39.7 35.9 19.2 42.3 23.1 17.9 20.5 11.5 1.3

その他

(n= 55)
25.5 32.7 23.6 21.8 47.3 20.0 38.2 38.2 25.5 23.6 10.9 -

無回答

(n=  9)
22.2 44.4 44.4 22.2 44.4 44.4 11.1 11.1 11.1 11.1 - 11.1

世

帯

構

成

人

々

が

交

流

で

き

る

場

飲

食

店

娯

楽

施

設

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

運

動

や

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

場

イ

ベ

ン

ト

ス

ペ
ー

ス

医

療

・

福

祉

・

子

育

て

支

援

施

設

防

災

拠

点

観

光

施

設

地

域

活

性

化

の

取

り

組

み

が

で

き

る

場

そ

の

他

無

回

答

会社員

(n=283)
26.5 44.5 32.9 36.0 40.3 15.9 42.8 33.9 19.4 15.2 7.1 -

公務員

(n= 88)
23.9 46.6 40.9 38.6 55.7 13.6 40.9 31.8 23.9 22.7 5.7 -

自営業

(n=184)
27.2 32.1 21.2 33.2 34.2 22.3 44.6 26.1 22.3 23.9 6.5 1.6

主婦・主夫

(n= 95)
21.1 28.4 16.8 36.8 37.9 13.7 55.8 32.6 15.8 14.7 7.4 3.2

学生

(n= 38)
18.4 76.3 55.3 23.7 50.0 13.2 13.2 26.3 23.7 10.5 - -

無職（求職中を含む）

(n=130)
28.5 20.8 18.5 28.5 39.2 20.0 50.8 28.5 14.6 22.3 8.5 1.5

その他

(n=111)
36.0 34.2 26.1 37.8 36.0 18.0 45.9 28.8 22.5 24.3 6.3 -

無回答

(n= 13)
30.8 15.4 15.4 38.5 23.1 23.1 30.8 15.4 15.4 30.8 7.7 7.7

職

業

【世帯構成】 

・その他の世帯を除き、単身世帯以外では、「医療・福祉・子育て支援施設」が最も多くなっ

ており、単身世帯では「運動や健康づくりができる場」が最も多くなっています。 

【職業】 

・多くの職業が「医療・福祉・子育て支援施設」が最も多くなっているのに対し、公務員では

「運動や健康づくりができる場」、会社員、学生では「飲食店」が最も多くなっています。 
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安芸市内施設へ訪れる頻度 

問 7 地図に記載の施設など（地図内の他の施設も含みます）へはどのくらいの頻度で訪れますか。
（あてはまるもの１つに○） 

 

 

  

43.7 

30.1 

17.9 

1.6 

2.5 

3.5 

0.5 

38.2 

29.6 

21.2 

1.4 

4.3 

4.6 

0.7 

48.2 

31.0 

15.4 

1.7 

1.2 

2.3 

0.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

週に３回以上

週に１～２回程度

月に数回程度

半年に数回程度

年に数回程度

ほとんど行かない

無回答

全 体(n=942) 男性(n=416) 女性(n=519)

【全体】 

・「週に３回以上」が最も多くなっており、次いで「週に１～２回程度」、次いで「月に数回程

度」となっています。 

【性別】 

・「週に 3回以上」を選択したのは男性が 38.2％、女性が 48.2％と、女性は男性と比べ 10％高

くなっています。それに対し「月に数回程度」、「年に数回程度」、「ほとんど行かない」の低

頻度の項目では女性に比べ、男性が多くなっています。 
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24.3 

45.7 

52.8 

40.6 

47.2 

43.4 

35.7

28.7

25.6

29.7

30.7

34.1

23.5

19.4

16.1

21.9

13.7

17.1

2.6

2.3

0.5

2.6

1.4

0.8

5.2

0.8

3.0

3.2

2.4

0.8

7.8

3.1

2.0

1.9

3.8

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

51～60歳(n=155)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

週に３回以上 週に１～２回程度 月に数回程度

半年に数回程度 年に数回程度 ほとんど行かない

【年齢】 

・「31～40 歳」以降の世代は「週に 3 回以上」が 40％を超えているのに対し、「18～30 歳」の

若年層は 24.3％と頻度が低くなっており、最も多い「41～50 歳」の 52.8％と比較すると、

半数以下の割合となっています。「ほとんど行かない」では「18～30歳」が 7.8％と、全世代

の中で最も多くなっています。 

【地区】 

・全地区の中でも「週に 3回以上」は「川北」が 48.2％と最も多く、次いで「安芸町」が 48.1％、

次いで「土居・僧津」が 47.9％となっています。対して「赤野」は 14.0％と最も少なくなっ

ており、「ほとんど行かない」では 8.0％と多くなっています。 

48.1 

34.7 

48.2 

38.5 

47.9 

46.1 

16.7 

37.5 

14.0 

30.3

30.6

23.2

53.8

28.6

33.0

50.0

29.2

38.0

15.7

20.8

19.5

7.7

17.6

14.8

25.0

27.1

26.0

1.2

1.4

2.4

8.3

2.1

8.0

1.5

6.9

1.8

2.5

3.5

2.1

6.0

2.6

5.6

4.3

3.4

2.6

2.1

8.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

安芸町(n=343)

伊尾木・下山(n= 72)

川北(n=164)

東川(n= 13)

土居・僧津(n=119)

井ノ口(n=115)

栃ノ木・尾川・畑山・小谷(n= 12)

穴内(n= 48)

赤野(n= 50)

週に３回以上 週に１～２回程度 月に数回程度

半年に数回程度 年に数回程度 ほとんど行かない
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訪れる目的 

問 8 どのような目的で訪れますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

 

 

 

 

92.7 

13.4 

4.6 

3.8 

15.6 

21.3 

10.4 

7.5 

2.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

買い物のため

飲食のため

学習・習い事のため

文化活動のため

勤務地・仕事のため

官公庁などでの各種手続きのため

通院、福祉や介護などの

サービスを受けるため

家族などの送迎のため

その他
(n=942)

【全体】 

・「買い物のため」が 92.7％と最も多くなっており、次いで「官公庁などでの各種手続きのた

め」が 21.3％、「勤務地・仕事のため」が 15.6％となっています。 

・最も多い「買い物のため」は 92.7％と「官公庁などでの各種手続きのため」の 21.3％と比べ

ても 4倍以上多くなっています。 
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17.4

17.1

10.6

12.3

11.8

14.7

13.0

19.4

24.6

20.0

9.9

3.9

8.7 

14.0 

16.1 

25.8 

26.9 

34.1 

1.7 

5.4 

3.5 

10.3 

18.9 

20.2 

0.0% 20.0% 40.0%

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

51～60歳(n=155)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

飲食のため 勤務地・仕事のため

官公庁などでの各種手続きのため 通院、福祉や介護などの

サービスを受けるため

【年齢】 

・どの世代でも「買い物のため」が 90％以上と最も多くなっています。 

・「買い物のため」以外の項目では「18～30歳」は「飲食のため」が 17.4％と多くなっていま

す。 

・「31～40歳」、「41～50歳」の世代では「勤務地・仕事のため」が 19.4％、24.6％と多くなっ

ており、「51～60歳」、「61～70歳」、「71歳以上」では「官公庁などでの各種手続きのため」

が多くなっています。 

 

（「買い物のため」は年齢別でみても、最も多くなっているため、他項目が見やすいように省略

しています。） 
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15.7

16.7

9.8

7.7

14.3

10.4

8.3

8.3

18.0

16.3

19.4

17.7

23.1

18.5

9.6

8.3

4.2

16.0

19.2 

22.2 

14.0 

46.2 

22.7 

23.5 

16.7 

27.1 

40.0 

7.0 

8.3 

6.1 

46.2 

12.6 

12.2 

33.3 

20.8 

18.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

安芸町(n=343)

伊尾木・下山(n= 72)

川北(n=164)

東川(n= 13)

土居・僧津(n=119)

井ノ口(n=115)

栃ノ木・尾川・畑山・小谷(n= 12)

穴内(n= 48)

赤野(n= 50)

飲食のため 勤務地・仕事のため

官公庁などでの各種手続きのため 通院、福祉や介護などの

サービスを受けるため

【地区】 

・どの地区でも「買い物のため」が 90％近くと最も多くなっています。 

・「川北」、「栃ノ木・尾川・畑山・小谷」、以外の地区では、「官公庁などでの各種手続きのため」

が買い物に次いで多くなっています。 

・「川北」では「勤務地・仕事のため」が多くなっており、「栃ノ木・尾川・畑山・小谷」では

「通院、福祉や介護などのサービスを受けるため」が買い物に次いで多くなっています。 

・「東川」では「官公庁などでの各種手続きのため」と同率で「通院、福祉や介護などのサービ

スを受けるため」が買い物に次いで高くなっています。 

 

（「買い物のため」は地区別でみても、最も多くなっているため、他項目が見やすいように省略

しています。） 
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交通手段 

問 9 どのような交通手段で訪れますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

 

 

  

13.2 

16.2 

3.9 

79.9 

18.4 

2.1 

0.5 

0.4 

1.3 

0.1 

0.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

徒歩

自転車

オートバイ

自動車（自分で運転）

自動車（家族等の運転）

タクシー

路線バス

元気バス

鉄道

車イス

その他
(n=942)

【全体】 

・「自動車（自分で運転）」が 79.9％と最も多くなっており、次いで「自動車(家族等の運転)」

が 18.4％、「自転車」が 16.2％、「徒歩」が 13.2％となっています。 
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単位％ 

  

徒

歩

自

転

車

オ
ー

ト

バ

イ

自

動

車

（
自

分

で

運

転

）

自

動

車

（
家

族

等

の

運

転

）

タ

ク

シ
ー

路

線

バ

ス

元

気

バ

ス

鉄

道

車

イ

ス

そ

の

他

無

回

答

18～30歳

(n=115)
21.7 27.0 2.6 66.1 34.8 0.9 - - 3.5 0.9 0.9 1.7

31～40歳

(n=129)
10.1 17.1 3.1 86.8 20.2 1.6 - - 0.8 - - 0.8

41～50歳

(n=199)
10.1 10.6 1.5 84.9 16.1 0.5 1.0 0.5 - - - 0.5

51～60歳

(n=155)
12.9 24.5 3.2 80.0 14.2 2.6 0.6 0.6 0.6 - - -

61～70歳

(n=212)
14.2 9.0 8.5 86.8 10.8 1.9 0.5 0.5 2.4 - - -

71歳以上

(n=129)
11.6 16.3 3.1 67.4 23.3 6.2 0.8 0.8 0.8 - - 0.8

無回答

(n=  3)
33.3 33.3 - 33.3 - - - - - - - 33.3

年

齢

【年齢】 

・全世代で「自動車（自分で運転）」が最も多くなっており、「51～60歳」、「61～70歳」以外の

年代では、次いで「自動車（家族等の運転）」となっています。 

・「51～60歳」は「自転車」が 2番目に多くなっており、「61～70歳」では「徒歩」が 2番目に

多くなっています。 
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単位％ 

  

徒

歩

自

転

車

オ
ー

ト

バ

イ

自

動

車

（
自

分

で

運

転

）

自

動

車

（
家

族

等

の

運

転

）

タ

ク

シ
ー

路

線

バ

ス

元

気

バ

ス

鉄

道

車

イ

ス

そ

の

他

無

回

答

安芸町

(n=343)
30.0 26.2 5.2 74.3 14.9 2.9 - - 0.9 0.3 - 0.3

伊尾木・下山

(n= 72)
1.4 11.1 4.2 81.9 26.4 - 2.8 - 5.6 - - 1.4

川北

(n=164)
2.4 8.5 4.3 86.0 19.5 1.8 - 1.2 - - - -

東川

(n= 13)
- 7.7 - 100.0 7.7 - - 7.7 - - - -

土居・僧津

(n=119)
6.7 17.6 0.8 79.0 21.8 0.8 0.8 - - - - -

井ノ口

(n=115)
2.6 13.0 4.3 80.0 22.6 0.9 - - - - 0.9 -

栃ノ木・尾川・畑山・小谷

(n= 12)
- - - 91.7 25.0 8.3 - 8.3 - - - -

穴内

(n= 48)
2.1 4.2 6.3 87.5 14.6 6.3 2.1 - 2.1 - - 2.1

赤野

(n= 50)
6.0 2.0 - 86.0 14.0 2.0 2.0 - 8.0 - - 2.0

無回答

(n=  6)
16.7 16.7 - 50.0 16.7 - - - - - - 33.3

地

区

【地区】 

・全地区で「自動車(自分で運転)」が最も多くなっており、「安芸町」や無回答以外の地区では

次いで「自動車(家族等の運転)」が多くなっています。 

・安芸町では「徒歩」が 2番目に多くなっています。 
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２. 安芸市庁舎の跡地活用について 

 

跡地活用の重要度 

問 10西庁舎（跡地も含む）の活用について、①～⑤それぞれの重要度をお答えください。（①～⑤そ

れぞれ１つに○） 

 ※「1」低い「2」やや低い「3」どちらともいえない「4」やや高い「5」高い 

 

 

 

 

 

 

 

①敷地全体を更地にした一体的な利活用 

 

 

 

②西庁舎の耐用年数を見据えた長期的な検討 

 

  

14.1 9.7 24.7 12.5 28.0 10.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

低い やや低い どちらともいえない やや高い 高い 無回答

15.8 9.4 27.7 17.3 18.2 11.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

低い やや低い どちらともいえない やや高い 高い 無回答

重要度が高い（高い+やや高い）項目は、多い順に、「③費用の圧縮（市民の財産の有効活用）」

51.9％、「⑤西庁舎の耐震性・耐久性や液状化リスク」45.8％、「①敷地全体を更地にした一体的な

利活用」40.5％、「②西庁舎の耐用年数を見据えた長期的な検討」35.5％、「④既存施設のスムーズ

な利活用」34.9％となっています。 
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③費用の圧縮（市民の財産の有効活用） 

 

 

 

④既存施設のスムーズな利活用 

 

 

 

⑤西庁舎の耐震性・耐久性や液状化リスク 

 

5.6 

5.1

25.1 16.8 35.1 12.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

低い やや低い どちらともいえない やや高い 高い 無回答

14.9 

9.0

28.6 17.3 17.6 12.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

低い やや低い どちらともいえない やや高い 高い 無回答

9.0 

5.1

27.4 18.4 27.4 12.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

低い やや低い どちらともいえない やや高い 高い 無回答
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西庁舎の活用について 

問 11 西庁舎の今後の方針について、どのようにするのが望ましいと思いますか。（あてはまるもの

１つに○） 

 

 

 

  

15.1 

12.2 

7.8 

11.6 

18.9 

25.6 

22.9

20.0

20.2

21.1

27.4

26.4

18.3 

21.7 

20.9 

18.6 

16.0 

13.2 

21.9 

17.4 

29.5 

28.1 

17.5 

15.5 

17.4

22.6

17.8

17.6

15.1

12.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

取り壊さずそのまま活用したほうが良い

どちらかといえば取り壊さずそのまま活用したほうが良い

どちらかといえば取り壊して、別の施設を作ったほうが良い

取り壊して、別の施設を作ったほうが良い

わからない、判断できない

【全体】 

・「どちらかといえば取り壊さずそのまま活用したほうがいい」が 22.9％と最も多くなってお

り、「取り壊して、別の施設を作ったほうがいい」が 21.9％と、1％の差で 2番目に多くな

っています。 

【年齢】 

・「18～30歳」では「わからない、判断できない」が 22.6％と最も多くなっており、「取り壊

さずそのまま活用した方が良い」が 12.2％と最も少なくなっています。 

・「31～40歳」では「取り壊して、別の施設を作ったほうが良い」が 29.5％と、全世代、全項

目の中で最も高い割合となっています。対して、「取り壊さずそのまま活用した方が良い」

が 7.8％と、全世代、全項目の中で最も低い割合となっています。 

・「71歳以上」では「どちらかといえば取り壊さずそのまま活用した方が良い」が 26.4％と最

も多くなっており、次いで「取り壊さずそのまま活用した方が良い」が 25.6％と多くなっ

ています。 
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西庁舎を活用した場合に求める施設 

問 11 で「1．取り壊さずそのまま活用したほうが良い」「２．どちらかといえば取り壊さずそのまま活

用したほうが良い」に○をした方にお聞きします。 

問 12 取り壊さずに今の建物を活用する場合、西庁舎にはどんな施設がほしいと思いますか。（あて

はまるもの３つまでに○） 

 

 

 

 

49.7 

27.9 

45.0 

8.4 

34.9 

28.5 

10.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

市民が集まり活動ができる場

（市民会館や図書館など）

飲食店や観光施設

福祉関係の事業や活動を実施できる場

（子ども食堂や認知症カフェなど）

宿泊施設

民間団体・企業への貸出

イベントスペースとして貸出

その他

(n=942)

【全体】 

・「市民が集まり活動ができる場（市民会館や図書館など）」が 49.7％と最も多くなっており、

次いで「福祉関係の事業や活動を実施できる場（子ども食堂や認知症カフェなど）」が 45.0％、

「民間団体・企業への貸し出し」が 34.9％となっています。 
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51.4

44.4

43.1

50.0

54.1

52.2

43.2

36.1

36.9

29.6

17.3

20.9

37.8

55.6

38.5

46.3

48.0

44.8

10.8

11.1

3.1

7.4

8.2

11.9

32.4

44.4

41.5

25.9

36.7

29.9

27.0

27.8

24.6

25.9

31.6

31.3

5.4

8.3

16.9

14.8

8.2

7.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

18～30歳(n= 37)

31～40歳(n= 36)

41～50歳(n= 65)

51～60歳(n= 54)

61～70歳(n= 98)

71歳以上(n= 67)

市民が集まり活動ができる場

（市民会館や図書館など）

飲食店や観光施設

福祉関係の事業や活動を実施できる場

（子ども食堂や認知症カフェなど）

宿泊施設

民間団体・企業への貸出 イベントスペースとして貸出

その他

【年齢】 

・「31～40歳」以外の全世代で「市民が集まり活動できる場（市民会館や図書館など）」が最も

多くなっており、31～40歳では「福祉関係の事業や活動を実施できる場」が最も多くなって

います。 
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48.7

58.8

44.8

41.7

50.0

25.6

20.6

30.4

25.0

34.6

38.5

46.1

45.6

50.0

42.3

7.7

8.8

8.0

5.6

15.4

41.0

27.5

36.8

30.6

42.3

28.2

30.4

27.2

36.1

19.2

2.6

8.8

12.8

11.1

15.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

単身(n= 39)

夫婦のみ(n=102)

夫婦と子又は夫婦と親（二世代）(n=125)

母と子又は父と子(n= 36)

親、子、孫（三世代）(n= 26)

市民が集まり活動ができる場

（市民会館や図書館など）

飲食店や観光施設

福祉関係の事業や活動を実施できる場

（子ども食堂や認知症カフェなど）

宿泊施設

民間団体・企業への貸出 イベントスペースとして貸出

その他

【世帯構成】 

・「単身」、「夫婦のみ」、「親、子、孫（三世代）」では「市民が集まり活動できる場（市民会館

や図書館など）」が最も多くなっており、「夫婦と子又は夫婦と親（二世代）」、「母と子又は父

と子」では「福祉関係の事業や活動を実施できる場（子ども食堂や認知症カフェなど）」が最

も多くなっています。 
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市庁舎跡地に求める施設 

問 13 市庁舎の跡地にはどのような施設が欲しいと思いますか。（あてはまるもの５つまでに○） 
 

 

  

24.1 

25.6 

27.9 

13.5 

15.7 

12.1 

28.5 

16.1 

22.0 

7.6 

16.9 

16.6 

6.1 

40.6 

25.2 

13.3 

28.6 

4.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

衣料品や雑貨などの買い物ができる場

飲食店

地場産品などを取り扱う場や観光施設

（道の駅など）

多くの人が働くことのできるオフィス機能

映画鑑賞やゲームなどの娯楽が楽しめる

施設

屋外の遊具で遊ぶことができる場（公園など）

身体を動かしたりスポーツなどをしたり

健康づくりができる施設

文化活動の成果を発表したり披露したり

できる施設（文化ホールなど）

医療・福祉サービスが受けられる施設

学生が教育を受けられる場（学習塾など）

社会人が学び直し教育や文化学習などを

受けられる場（図書館など）

子どもを預けるなど子育ての支援が

受けられる場

子育てに関する情報交換などができる場

災害時の避難場所にもなる施設

イベントを開催したり参加したりできる施設

市民活動やボランティア活動の拠点となる場

各種申請などを行う行政サービスが、

コンパクトなエリアにまとまった行政機能

その他

(n=942)

【全体】 

・「災害時の避難場所にもなる施設」が 40.6％と最も多くなっており、次いで「各種申請などを

行う行政サービスが、コンパクトなエリアにまとまった行政機能」が 28.6％、「身体を動か

したりスポーツなどをしたり健康づくりができる施設」が 28.5％となっています。 
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単位％ 

衣

料

品

や

雑

貨

な

ど

の

買

い

物

が

で

き

る

場

飲

食

店

地

場

産

品
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ど

を

取

り

扱

う

場

や

観

光
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設

（
道
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駅

な

ど

）

多

く

の

人

が

働

く

こ

と

の

で

き

る

オ

フ

ィ
ス

機

能

映

画

鑑

賞

や

ゲ
ー

ム

な

ど

の

娯

楽

が

楽

し

め

る

施

設

屋

外

の

遊

具

で

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

場

（
公

園

な

ど

）

身

体

を

動

か

し

た

り

ス

ポ
ー

ツ

な

ど

を

し

た

り

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

施

設

文

化

活

動

の

成

果

を

発

表

し

た

り

披

露

し

た

り

で

き

る

施

設

（
文

化

ホ
ー

ル

な

ど

）

医

療

・

福

祉

サ
ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

施

設

学

生

が

教

育

を

受

け

ら

れ

る

場

（
学

習

塾

な

ど

）

18～30歳

(n=115)
36.5 39.1 21.7 8.7 31.3 15.7 43.5 13.0 17.4 5.2

31～40歳

(n=129)
27.9 34.1 25.6 14.7 24.0 14.7 32.6 12.4 14.7 10.9

41～50歳

(n=199)
28.6 31.2 26.1 15.1 17.6 12.1 27.1 12.6 17.6 12.6

51～60歳

(n=155)
19.4 26.5 31.0 20.6 9.0 7.7 30.3 18.1 23.9 5.2

61～70歳

(n=212)
17.5 15.6 28.8 10.4 11.3 12.3 22.2 21.2 31.1 7.1

71歳以上

(n=129)
18.6 11.6 33.3 10.9 6.2 10.9 21.7 17.8 23.3 3.1

無回答

(n=  3)
33.3 33.3 33.3 - - 33.3 - - - -

年

齢

社

会

人

が

学

び

直

し

教

育

や

文

化

学

習

な

ど

を

受

け

ら

れ

る

場

（
図

書

館

な

ど

）

子

ど

も

を

預

け

る

な

ど

子

育

て

の

支

援

が

受

け

ら

れ

る

場

子

育

て

に

関

す

る

情

報

交

換

な

ど

が

で

き

る

場

災

害

時

の

避

難

場

所

に

も

な

る

施

設

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

た

り

参

加

し

た

り

で

き

る

施

設

市

民

活

動

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

の

拠

点

と

な

る

場

各

種

申

請

な

ど

を

行

う

行

政

サ
ー

ビ

ス

が

コ

ン

パ

ク

ト

な

エ

リ

ア

に

ま

と

ま

っ
た

行

政

機

能

そ

の

他

無

回

答

18～30歳

(n=115)
15.7 19.1 5.2 33.9 27.0 11.3 18.3 2.6 5.2

31～40歳

(n=129)
13.2 17.8 9.3 38.8 30.2 9.3 23.3 7.0 7.0

41～50歳

(n=199)
18.6 12.1 4.5 36.2 23.6 9.0 26.1 6.0 8.0

51～60歳

(n=155)
19.4 11.6 5.2 43.9 20.6 12.3 31.6 5.8 3.9

61～70歳

(n=212)
17.0 25.5 7.1 44.8 27.4 18.9 32.1 2.8 5.2

71歳以上

(n=129)
16.3 10.9 5.4 44.2 22.5 17.1 37.2 3.1 6.2

無回答

(n=  3)
- 33.3 - 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 -

年

齢

【年齢】 

・「18～30歳」以外の世代では「災害時の避難場所にもなる施設」が最も多くなっているのに対

し、「18～30歳」では「身体を動かしたりスポーツなどをしたり健康づくりができる施設」が

最も多くなっています。 



24 

 

  

衣

料

品

や

雑

貨

な

ど

の

買

い

物

が

で

き

る

場

飲

食

店

地

場

産

品

な

ど

を

取

り

扱

う

場

や

観

光

施

設

（
道

の

駅

な

ど

）

多

く

の

人

が

働

く

こ

と

の

で

き

る

オ

フ

ィ
ス

機

能

映

画

鑑

賞

や

ゲ
ー

ム

な

ど

の

娯

楽

が

楽

し

め

る

施

設

屋

外

の

遊

具

で

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

場

（
公

園

な

ど
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身
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か
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ど

を

し

た

り

健

康

づ

く

り

が
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き

る

施

設

文

化

活

動

の

成

果
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発

表
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た

り

披

露

し

た

り

で

き

る

施

設

（
文

化

ホ
ー

ル

な

ど

）

医

療

・

福

祉

サ
ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

施

設

学

生

が

教

育

を

受

け

ら

れ

る

場

（
学

習

塾

な

ど

）

安芸町

(n=343)
24.8 28.6 27.1 15.5 13.4 13.7 27.7 14.3 21.3 7.9

伊尾木・下山

(n= 72)
20.8 23.6 16.7 9.7 20.8 4.2 38.9 2.8 29.2 8.3

川北

(n=164)
26.2 25.6 27.4 12.2 14.6 14.0 33.5 22.0 15.2 7.9

東川

(n= 13)
15.4 15.4 69.2 7.7 7.7 7.7 15.4 30.8 38.5 -

土居・僧津

(n=119)
24.4 26.1 26.9 16.0 16.8 7.6 25.2 19.3 18.5 6.7

井ノ口

(n=115)
26.1 24.3 37.4 9.6 20.0 14.8 30.4 20.0 24.3 7.8

栃ノ木・尾川・畑山・小谷

(n= 12)
8.3 8.3 16.7 25.0 16.7 - 25.0 8.3 25.0 25.0

穴内

(n= 48)
20.8 20.8 31.3 12.5 16.7 12.5 20.8 14.6 35.4 4.2

赤野

(n= 50)
20.0 22.0 20.0 14.0 18.0 14.0 16.0 14.0 26.0 8.0

無回答

(n=  6)
33.3 16.7 33.3 - - 16.7 33.3 - - -

地

区

社

会

人

が

学

び

直

し

教

育

や

文

化

学

習

な

ど

を

受

け

ら

れ

る

場

（
図

書

館

な

ど

）

子

ど

も

を

預

け

る

な

ど

子

育

て

の

支

援

が

受

け

ら

れ

る

場

子

育

て

に

関

す

る

情

報

交

換

な

ど

が

で

き

る

場

災

害

時

の

避

難

場

所

に

も

な

る

施

設

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

た

り

参

加

し

た

り

で

き

る

施

設

市

民

活

動

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

の

拠

点

と

な

る

場

各

種

申

請

な

ど

を

行

う

行

政

サ
ー

ビ

ス

が

コ

ン

パ

ク

ト

な

エ

リ

ア

に

ま

と

ま

っ
た

行

政

機

能

そ

の

他

無

回

答

安芸町

(n=343)
17.5 14.0 6.1 40.2 25.7 12.2 32.1 5.8 5.8

伊尾木・下山

(n= 72)
15.3 12.5 2.8 38.9 12.5 11.1 34.7 4.2 5.6

川北

(n=164)
14.0 18.3 8.5 40.2 25.6 11.6 25.0 4.9 4.9

東川

(n= 13)
23.1 - - 76.9 15.4 15.4 46.2 - -

土居・僧津

(n=119)
16.0 17.6 5.0 41.2 27.7 14.3 26.1 5.0 7.6

井ノ口

(n=115)
16.5 18.3 7.0 38.3 30.4 9.6 15.7 3.5 5.2

栃ノ木・尾川・畑山・小谷

(n= 12)
41.7 33.3 - 50.0 33.3 50.0 41.7 - 8.3

穴内

(n= 48)
14.6 20.8 6.3 37.5 20.8 12.5 33.3 4.2 8.3

赤野

(n= 50)
22.0 24.0 6.0 42.0 24.0 26.0 32.0 - 6.0

無回答

(n=  6)
16.7 16.7 - 33.3 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7

地

区

【地区】 

・「災害時の避難場所にもなる施設」が全地区で最も多くなっています。 

単位％ 
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飲
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る
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外

の
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で

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

場

（
公

園

な

ど

）

身

体

を

動

か

し

た

り

ス

ポ
ー

ツ

な

ど

を

し

た

り

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

施

設

文

化

活

動

の

成

果

を

発

表

し

た

り

披

露

し

た

り

で

き

る

施

設

（
文

化

ホ
ー

ル

な

ど

）

医

療

・

福

祉

サ
ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

施

設

学

生

が

教

育

を

受

け

ら

れ

る

場

（
学

習

塾

な

ど

）

単身

(n=117)
22.2 23.1 29.9 20.5 11.1 11.1 33.3 13.7 29.9 6.0

夫婦のみ

(n=234)
21.8 18.4 33.3 13.2 12.0 12.0 24.4 20.9 25.6 2.6

夫婦と子又は夫婦と親（二世代）

(n=342)
26.6 31.9 26.9 11.7 17.0 12.3 30.1 16.4 16.7 12.6

母と子又は父と子

(n=107)
20.6 19.6 20.6 13.1 21.5 12.1 25.2 13.1 21.5 5.6

親、子、孫（三世代）

(n= 78)
29.5 35.9 24.4 14.1 23.1 12.8 29.5 7.7 24.4 9.0

その他

(n= 55)
21.8 21.8 25.5 12.7 12.7 10.9 34.5 18.2 23.6 5.5

無回答

(n=  9)
22.2 11.1 33.3 - 11.1 22.2 - 11.1 - -

世

帯

構

成

社

会

人

が

学

び

直

し

教

育

や

文

化

学

習

な

ど

を

受

け

ら

れ

る

場

（
図

書

館

な

ど

）

子

ど

も

を

預

け

る

な

ど

子

育

て

の

支

援

が

受

け

ら

れ

る

場

子

育

て

に

関

す

る

情

報

交

換

な

ど

が

で

き

る

場

災

害

時

の

避

難

場

所

に

も

な

る

施

設

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

た

り

参

加

し

た

り

で

き

る

施

設

市

民

活

動

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

の

拠

点

と

な

る

場

各

種

申

請

な

ど

を

行

う

行

政

サ
ー

ビ

ス

が

コ

ン

パ

ク

ト

な

エ

リ

ア

に

ま

と

ま

っ
た

行

政

機

能

そ

の

他

無

回

答

単身

(n=117)
15.4 16.2 5.1 43.6 23.1 16.2 32.5 5.1 5.1

夫婦のみ

(n=234)
20.1 16.7 5.1 43.2 25.6 17.9 34.2 3.0 5.1

夫婦と子又は夫婦と親（二世代）

(n=342)
17.3 17.8 7.0 37.4 24.6 8.5 26.3 5.0 5.3

母と子又は父と子

(n=107)
16.8 11.2 4.7 43.0 27.1 15.9 24.3 4.7 8.4

親、子、孫（三世代）

(n= 78)
10.3 19.2 6.4 37.2 23.1 9.0 20.5 9.0 6.4

その他

(n= 55)
14.5 16.4 9.1 43.6 27.3 18.2 29.1 1.8 9.1

無回答

(n=  9)
11.1 11.1 - 33.3 44.4 11.1 33.3 11.1 11.1

世

帯

構

成

【世帯構成】 

・「災害時の避難場所にもなる施設」が無回答を除き、最も多くなっています。 
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衣

料

品

や

雑

貨

な
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買
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が
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で
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オ

フ

ィ
ス
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能

映

画

鑑

賞

や

ゲ
ー

ム

な

ど

の

娯

楽

が

楽

し

め

る

施

設

屋

外

の

遊

具

で

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

場

（
公

園

な

ど

）

身

体

を

動

か

し

た

り

ス

ポ
ー

ツ

な

ど

を

し

た

り

健

康

づ

く

り

が

で

き

る

施

設

文

化

活

動

の

成

果

を

発

表

し

た

り

披

露

し

た

り

で

き

る

施

設

（
文

化

ホ
ー

ル

な

ど

）

医

療

・

福

祉

サ
ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

施

設

学

生

が

教

育

を

受

け

ら

れ

る

場

（
学

習

塾

な

ど

）

会社員

(n=283)
27.9 33.9 24.7 17.0 18.7 12.0 32.2 12.7 20.1 7.8

公務員

(n= 88)
18.2 30.7 35.2 12.5 13.6 20.5 45.5 30.7 12.5 10.2

自営業

(n=184)
21.2 19.0 35.3 13.0 12.0 8.2 22.8 11.4 17.4 8.7

主婦・主夫

(n= 95)
24.2 16.8 20.0 6.3 11.6 16.8 18.9 18.9 29.5 6.3

学生

(n= 38)
39.5 60.5 15.8 7.9 39.5 10.5 50.0 10.5 10.5 13.2

無職（求職中を含む）

(n=130)
22.3 14.6 23.8 10.8 8.5 10.0 21.5 21.5 31.5 3.1

その他

(n=111)
20.7 18.9 33.3 16.2 18.9 10.8 25.2 14.4 27.0 8.1

無回答

(n= 13)
23.1 30.8 30.8 23.1 23.1 15.4 15.4 15.4 30.8 7.7

職

業

社

会

人

が

学

び

直

し

教

育

や

文

化

学

習

な

ど

を

受

け

ら

れ

る

場

（
図

書

館

な

ど

）

子

ど

も

を

預

け

る

な

ど

子

育

て

の

支

援

が

受

け

ら

れ

る

場

子

育

て

に

関

す

る

情

報

交

換

な

ど

が

で

き

る

場

災

害

時

の

避

難

場

所

に

も

な

る

施

設

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

た

り

参

加

し

た

り

で

き

る

施

設

市

民

活

動

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

の

拠

点

と

な

る

場

各

種

申

請

な

ど

を

行

う

行

政

サ
ー

ビ

ス

が

コ

ン

パ

ク

ト

な

エ

リ

ア

に

ま

と

ま

っ
た

行

政

機

能

そ

の

他

無

回

答

会社員

(n=283)
15.2 12.7 6.4 33.6 24.0 11.7 24.7 6.4 6.7

公務員

(n= 88)
25.0 17.0 4.5 47.7 29.5 8.0 28.4 5.7 3.4

自営業

(n=184)
12.5 19.0 4.3 39.7 27.2 9.8 31.0 3.8 5.4

主婦・主夫

(n= 95)
23.2 15.8 8.4 48.4 21.1 14.7 36.8 4.2 6.3

学生

(n= 38)
15.8 31.6 5.3 26.3 26.3 10.5 18.4 - -

無職（求職中を含む）

(n=130)
20.0 14.6 7.7 51.5 23.1 23.1 30.8 3.1 6.2

その他

(n=111)
12.6 19.8 6.3 38.7 27.0 13.5 28.8 4.5 9.0

無回答

(n= 13)
23.1 15.4 - 46.2 23.1 30.8 23.1 7.7 -

職

業

【職業】 

・「会社員」、「学生」以外の職業では「災害時の避難場所にもなる施設」が最も多くなっている

のに対し、「会社員」、「学生」ともに「飲食店」が最も多くなっています。 
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３. 中学校の跡地利用について 

 

中学校跡地の使い方 

問１4 安芸中学校の跡地についてどのような使い方が望ましいと思いますか。（あてはまるもの５つ
までに○） 

 

 

  

35.6

18.8

20.5

57.2

22.6

15.0

22.6

14.4

53.0

31.1

19.5

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

合宿所などの宿泊施設

多くの人が働くことのできるオフィス機能

屋外の遊具で遊ぶことができる場

身体を動かしたりスポーツなどをしたり健康

づくりができる場（プールなど）

福祉サービスが受けられる場

学生が教育を受けられる場（学習塾など）

社会人が学び直し教育や文化学習など

を受けられる場（図書館など）

子育て支援が受けられる場

災害時の避難場所にもなる施設

イベントを開催したり参加したりできる場

地場産品などを取り扱う場や観光施設

（道の駅など）

その他

(n=942)

【全体】 

・「身体を動かしたり健康づくりができる施設（プールなど）」が 57.2％と最も多くなっており、

次いで「災害時の避難場所にもなる施設」が 53.0％、「合宿などの宿泊施設」が 35.6％となっ

ています。 
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33.0

38.0

39.7

35.5

34.9

31.0

69.6

57.4

64.8

56.1

52.4

45.0

50.4

51.9

47.7

54.8

57.1

55.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

51～60歳(n=155)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

合宿所などの宿泊施設

身体を動かしたりスポーツなどをしたり健康づくりができる場（プールなど）

災害時の避難場所にもなる施設

【年齢】 

・「18～30歳」、「31～40歳」、「41～50歳」、「51～60歳」では「体を動かしたりスポーツなどを

したり健康づくりができる場（プールなど）」が最も多くなっているのに対し、「61～70歳」、

「71歳以上」では「災害時の避難場所にもなる施設」が最も多くなっています。 
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中学校の建物活用の際気になること 

問 15 中学校の建物を活用する際に気になることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

 

31.8

27.0

27.1

35.7

34.2

30.2

34.9

13.8

14.8

12.4

11.6

17.4

13.2

14.0

49.7

57.4

67.4

59.3

45.2

41.0

31.0

41.1

43.5

41.1

38.7

47.7

43.9

31.0

59.7

57.4

64.3

54.3

61.9

63.2

57.4

11.1

9.6

19.4

11.1

12.9

9.9

4.7

2.4

0.0

0.8

1.0

3.9

3.3

5.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全 体(n=942)

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

51～60歳(n=155)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

駐車場が少ない 交通の便

建物の老朽化 建物の設備（エレベーター、エアコンなど）

建物の維持・改修費用 近隣の住民への配慮

その他

【全体】 

・「建物の維持・改修費用」が 59.7％と最も多くなっており、次いで「建物の老朽化」が 49.7％、

「建物の設備（エレベーター、エアコンなど）」が 41.1％となっています。 

【年齢】 

・「31～40歳」、「41～50歳」以外の世代では「建物の維持・改修費用」が最も多いのに対し、

「31～40歳」、「41～50歳」では「建物の老朽化」が最も多くなっています。 
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４. 共通【安芸市庁舎・市立安芸中学校】 

 

跡地活用の際の留意点 

問１6 跡地の活用の際、どのようなことに留意すべきとお考えですか。（特にあてはまるもの１つに
○） 

 

 

 

10.6

8.2

12.7

20.0

8.5

8.5

12.9

8.5

8.5

8.2

5.8

10.2

9.6

5.4

9.0

8.4

8.0

8.5

11.0

12.5

9.8

8.7

9.3

7.5

11.0

15.6

13.2

31.1

32.5

29.9

33.9

38.8

34.2

30.3

25.9

25.6

31.6

32.0

31.2

23.5

32.6

32.2

31.6

34.0

32.6

1.3

1.4

1.2

1.7

0.8

1.0

0.6

2.4

0.8

6.2

7.7

5.0

2.6

4.7

7.5

5.2

5.7

10.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

男性(n=416)

女性(n=519)

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

51～60歳(n=155)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

廃棄物やＣＯ２削減など環境への配慮 緑化や省エネルギー、省資源に対する配慮
周辺の街並みや景観への配慮 市民意見の反映、情報公開
市の財政支出の軽減 その他
無回答

性
別

年
齢

【全体】 

・「市の財政支出の軽減」が 31.6％と最も多くなっており、次いで「市民意見の反映、情報公

開」が 31.1％、「周辺の街並みや景観への配慮」が 11.0％となっています。 

【性別】 

・「男性」では「市民意見の反映、情報公開」が最も多いのに対し、「女性」では「市の財政支

出の軽減」が最も高くなっています。 

【年齢】 

・「18～30歳」、「31～40歳」、「41～50歳」では「市民意見の反映、情報公開」が最も多くなっ

ているのに対し、「51～60歳」、「61～70歳」、「71歳以上」では「市の財政支出の軽減」が最

も多くなっています。 
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跡地活用に期待する効果 

問 17 跡地の活用を通じて、どのような効果を期待しますか。（特にあてはまるもの１つに○） 
 

   
25.2

26.0

24.5

27.8

25.6

25.1

25.8

24.1

23.3

17.8

18.5

17.5

9.6

19.4

24.6

14.8

17.5

17.8

24.6

22.4

26.6

36.5

30.2

22.6

24.5

20.3

19.4

13.9

13.2

14.5

12.2

8.5

12.6

14.8

18.9

14.0

11.7

12.3

10.8

9.6

10.9

9.0

14.2

13.7

10.9

1.6

1.2

1.9

1.7

1.6

1.0

1.9

1.9

1.6

5.2

6.5

4.2

2.6

3.9

5.0

3.9

3.8

13.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全 体(n=942)

男性(n=416)

女性(n=519)

18～30歳(n=115)

31～40歳(n=129)

41～50歳(n=199)

51～60歳(n=155)

61～70歳(n=212)

71歳以上(n=129)

市外からの来訪者の増加による地域経済の振興
働く場所の増加による雇用の創出
快適な居住環境の充実、定住人口の増加
市民の憩いの場の創出
特に期待していない
その他
無回答

性
別

年
齢

【全体】 

・「市外からの来訪者の増加による地域経済の振興」が 25.2％と最も多くなっています。次い

で「快適な居住環境の充実、定住人口の増加」が 24.6％、「働く場所の増加による雇用の創

出」が 17.8％となっています。 

【性別】 

・「男性」は「市外からの来訪者の増加による地域経済の振興」が最も多いのに対し、「女性」

は「快適な居住環境の充実、定住人口の増加」が最も多くなっています。 

【年齢】 

・「18～30歳」「31～40歳」では「快適な居住環境の充実、定住人口の増加」が最も多く、「41

～50歳」以降の年齢では「市外からの来訪者の増加による地域経済の振興」が最も多くなっ

ています。 
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Ⅲ まとめ 

【中心市街地への交通手段について】      
徒歩 自転車 オートバイ

自動車（自分
で運転）

自動車（家族
等の運転）

タクシー

全　体(n=942) 13.2% 16.2% 3.9% 79.9% 18.4% 2.1%

18～30歳(n=115) 21.7% 27.0% 2.6% 66.1% 34.8% 0.9%

31～40歳(n=129) 10.1% 17.1% 3.1% 86.8% 20.2% 1.6%

41～50歳(n=199) 10.1% 10.6% 1.5% 84.9% 16.1% 0.5%

51～60歳(n=155) 12.9% 24.5% 3.2% 80.0% 14.2% 2.6%

61～70歳(n=212) 14.2% 9.0% 8.5% 86.8% 10.8% 1.9%

71歳以上(n=129) 11.6% 16.3% 3.1% 67.4% 23.3% 6.2%

路線バス 元気バス 鉄道 車イス その他 無回答

全　体(n=942) 0.5% 0.4% 1.3% 0.1% 0.1% 0.6%

18～30歳(n=115) - - 3.5% 0.9% 0.9% 1.7%

31～40歳(n=129) - - 0.8% - - 0.8%

41～50歳(n=199) 1.0% 0.5% - - - 0.5%

51～60歳(n=155) 0.6% 0.6% 0.6% - - -

61～70歳(n=212) 0.5% 0.5% 2.4% - - -

71歳以上(n=129) 0.8% 0.8% 0.8% - - 0.8%

中心市街地へ訪れる際の交通手段は、「自動車（自分で運転）」が 79.9％と最も多くな

っていますが、「徒歩」「自転車」が合わせて 29.4％となっており、市役所が中心地から

移転することで「徒歩」や「自転車」で市役所に来ていた方が、利用しにくくなる可能性

があります。市役所移転に合わせてバスルートの変更もありますが、調査結果では、市街

中心地に「路線バス」で来ている人は 0.5％、「元気バス」は 0.4％となっており、バスル

ートの変更のみでは交通の利便性の確保は難しいと思われます。 

また、現在 70 歳以上で「自動車（自分で運転）」と回答している方は 67.4％となって

おり、この方々が今後免許を返納することで、さらに交通手段の確保が難しい人の割合が

増加することが想定されます。近年増加している高齢者による交通事故を減らすために

も、免許返納後も生活しやすい街づくりを進めていく必要がありますが、市役所の移転に

伴い、困難さを感じる人が増加する可能性があります。 
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【跡地活用の重要度と取り壊しについて】  
 

  

取り壊さずそ
のまま活用し

たほうが良い

どちらかとい
えば取り壊さ

ずそのまま活

用したほうが

良い

どちらかとい
えば取り壊し

て、別の施設

を作ったほう

が良い

取り壊して、
別の施設を

作ったほうが

良い

わからない、
判断できない

無回答

18～30歳(n=115) 12.2% 20.0% 21.7% 17.4% 22.6% 6.1%

31～40歳(n=129) 7.8% 20.2% 20.9% 29.5% 17.8% 3.9%

41～50歳(n=199) 11.6% 21.1% 18.6% 28.1% 17.6% 3.0%

51～60歳(n=155) 13.5% 21.3% 20.6% 21.9% 20.6% 1.9%

61～70歳(n=212) 18.9% 27.4% 16.0% 17.5% 15.1% 5.2%

71歳以上(n=129) 25.6% 26.4% 13.2% 15.5% 12.4% 7.0%

西庁舎の活用について、重要度が高い項目は、「費用の圧縮」があげられており、自分

たちが納めた税金を効率的に使ってほしいと思っているといえます。 

一方で、西庁舎の耐震性や耐久性等の面や、東庁舎と併せての一体的な活用のため、既

存の施設を利活用するよりも一度更地にして建物を立て直すほうが望ましいという意見

もあるため、この矛盾にどう対応していくかが問題となります。 

さらに、「どちらかといえば取り壊して、別の施設を作ったほうが良い」と「取り壊し

て別の施設を作ったほうが良い」と回答をした、“取り壊したほうが良い”の意見は、年

齢が若いほど割合が高くなっており、年齢が高くなるにつれ既存施設の有効活用を考えて

いる人が多い傾向がみられます。 
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【安芸市に充実してほしいものについて】 
 

 

 

 

         
人々が交流で
きる場

飲食店 娯楽施設
子どもたちが
安全に遊ぶこ
とができる場

運動や健康づ
くりができる場

イベントス
ペース

全　体(n=942) 27.0% 37.0% 27.6% 34.5% 39.8% 17.5%

18～30歳(n=115) 17.4% 59.1% 53.0% 25.2% 46.1% 11.3%

31～40歳(n=129) 21.7% 42.6% 45.0% 50.4% 41.1% 17.1%

41～50歳(n=199) 29.1% 46.7% 31.7% 33.7% 38.7% 18.1%

51～60歳(n=155) 27.1% 38.1% 21.3% 27.1% 38.7% 17.4%

61～70歳(n=212) 32.1% 25.0% 13.2% 36.8% 40.6% 20.8%

71歳以上(n=129) 28.7% 16.3% 12.4% 33.3% 35.7% 17.8%

医療・福祉・
子育て支援施
設

防災拠点 観光施設
地域活性化の
取り組みがで
きる場

その他 無回答

全　体(n=942) 44.4% 30.1% 19.9% 19.6% 6.7% 1.0%

18～30歳(n=115) 20.9% 28.7% 19.1% 13.9% 7.0% -

31～40歳(n=129) 42.6% 33.3% 21.7% 21.7% 7.8% -

41～50歳(n=199) 43.7% 32.7% 23.1% 19.6% 4.0% 1.0%

51～60歳(n=155) 49.7% 34.2% 22.6% 18.7% 7.7% -

61～70歳(n=212) 52.4% 28.3% 17.0% 20.8% 6.6% 0.9%

71歳以上(n=129) 49.6% 23.3% 15.5% 21.7% 8.5% 3.1%

買い物ができる場や飲食店、娯楽施設、身体を動かせる施設の回答は年齢が若いほど割

合が高くなっています。現在、安芸市内に整備されていないものに対し、若者の需要が高

くなっているため、若者離れが進行する一因となっていると考えられます。 



35 

【充実してほしいものと活用方法の差について】                  
【安芸市に充実してほしいと思うもの】 

 １位 ２位 ３位 

全体 医療・福祉・子育て支援施設 運動や健康づくりができる場 飲食店 

 

【市役所跡地の活用方法】 

 １位 ２位 ３位 

全体 
災害時の避難場所にもなる

施設 

各種申請などを行う行政サ

ービスが、コンパクトなエ

リアにまとまった行政機能 

身体を動かしたりスポーツ

などをしたり健康づくりが

できる施設   衣料品や雑貨
などの買い物

ができる場
飲食店

地場産品など
を取り扱う場

や観光施設

（道の駅など）

多くの人が働
くことのできる

オフィス機能

映画鑑賞や
ゲームなどの

娯楽が楽しめ

る施設

屋外の遊具で
遊ぶことがで

きる場（公園

など）

全　体(n=942) 24.1% 25.6% 27.9% 13.5% 15.7% 12.1%

18～30歳(n=115) 36.5% 39.1% 21.7% 8.7% 31.3% 15.7%

31～40歳(n=129) 27.9% 34.1% 25.6% 14.7% 24.0% 14.7%

41～50歳(n=199) 28.6% 31.2% 26.1% 15.1% 17.6% 12.1%

51～60歳(n=155) 19.4% 26.5% 31.0% 20.6% 9.0% 7.7%

61～70歳(n=212) 17.5% 15.6% 28.8% 10.4% 11.3% 12.3%

71歳以上(n=129) 18.6% 11.6% 33.3% 10.9% 6.2% 10.9%

安芸市に欲しいと思うものと市役所跡地の活用方法として求めるものは一致しているわけで

はなく、交通の便や立地等の条件を考慮している傾向があり、「理想」と「現実」にはある一

定の差があるといえます。 

しかし、買い物ができる場や飲食店、娯楽施設、身体を動かせる施設の回答は、安芸市に充

実してほしいものと同様に、年齢が若い人ほど割合が高い傾向がみられます。 

一方で、「地場産品などを取り扱う場や観光施設（道の駅等）」「災害時の避難場所にもなる

施設」「各種申請などを行う行政サービスが、コンパクトなエリアにまとまった行政機能」に

ついては、年齢が高くなるにつれ割合が高くなっています。 

「地場産品などを取り扱う場や観光施設（道の駅等）」については、自営業の人の割合が高

くなっており、年齢が上がるにつれて一次産業に従事している人が多くなっていることが影響

していると思われます。また、地区別では、お茶や柚子の栽培が盛んな東川地区での需要が高

くなっています。 

「災害時の避難場所にもなる施設」「各種申請などを行う行政サービスが、コンパクトなエ

リアにまとまった行政機能」については、年齢が高くなるにつれ、行動範囲が狭くなるため、

身近な場所で生活に関わることが完結する環境を求めている傾向にあると思われます。 
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身体を動かし
たりスポーツ

などをしたり

健康づくりが
できる施設

文化活動の成
果を発表した
り披露したり

できる施設

（文化ホール

など）

医療・福祉
サービスが受

けられる施設

学生が教育を
受けられる場

（学習塾など）

社会人が学び
直し教育や文

化学習などを

受けられる場
（図書館など）

子どもを預け
るなど子育て

の支援が

受けられる場

全　体(n=942) 28.5% 16.1% 22.0% 7.6% 16.9% 16.6%

18～30歳(n=115) 43.5% 13.0% 17.4% 5.2% 15.7% 19.1%

31～40歳(n=129) 32.6% 12.4% 14.7% 10.9% 13.2% 17.8%

41～50歳(n=199) 27.1% 12.6% 17.6% 12.6% 18.6% 12.1%

51～60歳(n=155) 30.3% 18.1% 23.9% 5.2% 19.4% 11.6%

61～70歳(n=212) 22.2% 21.2% 31.1% 7.1% 17.0% 25.5%

71歳以上(n=129) 21.7% 17.8% 23.3% 3.1% 16.3% 10.9%

子育てに関す
る情報交換な

どができる場

災害時の避難
場所にもなる

施設

イベントを開
催したり参加

したりできる

施設

市民活動やボ
ランティア活動

の拠点となる

場

各種申請など
を行う行政
サービスが、

コンパクトなエ

リアにまとまっ

た行政機能

その他 無回答

全　体(n=942) 6.1% 40.6% 25.2% 13.3% 28.6% 4.7% 5.9%

18～30歳(n=115) 5.2% 33.9% 27.0% 11.3% 18.3% 2.6% 5.2%

31～40歳(n=129) 9.3% 38.8% 30.2% 9.3% 23.3% 7.0% 7.0%

41～50歳(n=199) 4.5% 36.2% 23.6% 9.0% 26.1% 6.0% 8.0%

51～60歳(n=155) 5.2% 43.9% 20.6% 12.3% 31.6% 5.8% 3.9%

61～70歳(n=212) 7.1% 44.8% 27.4% 18.9% 32.1% 2.8% 5.2%

71歳以上(n=129) 5.4% 44.2% 22.5% 17.1% 37.2% 3.1% 6.2%

地場産品など

を取り扱う場

や観光施設
（道の駅など）

会社員(n=283) 24.7%

公務員(n= 88) 35.2%

自営業(n=184) 35.3%

主婦・主夫(n= 95) 20.0%

学生(n= 38) 15.8%

無職（求職中を含む）(n=130) 23.8%

その他(n=111) 33.3%

地場産品など
を取り扱う場

や観光施設
（道の駅など）

安芸町(n=343) 27.1%

伊尾木・下山(n= 72) 16.7%

川北(n=164) 27.4%

東川(n= 13) 69.2%

土居・僧津(n=119) 26.9%

井ノ口(n=115) 37.4%

栃ノ木・尾川・畑山・小谷(n= 12) 16.7%

穴内(n= 48) 31.3%

赤野(n= 50) 20.0%
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【中学校の跡地活用について】    合宿所などの
宿泊施設

多くの人が働
くことのできる

オフィス機能

屋外の遊具で
遊ぶことがで

きる場

身体を動かし
たりスポーツ

などをしたり健

康づくりができ

る場（プール
など）

福祉サービス
が受けられる

場

学生が教育を
受けられる場

（学習塾など）

18～30歳(n=115) 33.0% 17.4% 25.2% 69.6% 17.4% 21.7%

31～40歳(n=129) 38.0% 17.1% 30.2% 57.4% 20.9% 17.8%

41～50歳(n=199) 39.7% 20.6% 22.6% 64.8% 18.1% 18.6%

51～60歳(n=155) 35.5% 25.2% 14.8% 56.1% 21.9% 11.0%

61～70歳(n=212) 34.9% 16.5% 19.3% 52.4% 31.1% 12.3%

71歳以上(n=129) 31.0% 15.5% 12.4% 45.0% 23.3% 10.1%

社会人が学び
直し教育や文

化学習など

を受けられる

場（図書館な
ど）

子育て支援が
受けられる場

災害時の避難
場所にもなる

施設

イベントを開
催したり参加

したりできる

場

地場産品など
を取り扱う場

や観光施設

（道の駅など）

その他 無回答

18～30歳(n=115) 21.7% 19.1% 50.4% 31.3% 16.5% 3.5% 2.6%

31～40歳(n=129) 23.3% 16.3% 51.9% 35.7% 19.4% 5.4% 1.6%

41～50歳(n=199) 25.1% 11.6% 47.7% 32.2% 17.6% 2.0% 5.5%

51～60歳(n=155) 22.6% 13.5% 54.8% 28.4% 21.3% 4.5% 5.2%

61～70歳(n=212) 21.7% 15.6% 57.1% 33.0% 20.8% 3.8% 3.8%

71歳以上(n=129) 20.9% 12.4% 55.0% 24.8% 20.9% 2.3% 11.6%

中学校校舎については耐震工事も終わっており、災害時の避難場所に活用しやすい状況

です。「身体を動かしたりスポーツなどをしたり健康づくりができる場（プールなど）」に

ついて、60 歳まではニーズも多く、体育館やプールを活用した健康づくり施設の整備が

望ましいと思われます。しかし、年齢が若い人と高齢者のイメージする健康づくりができ

る場は、身体レベル等の違いもあるため、必ずしも一致していないと考えられます。61歳

以上の方については、「身体を動かしたりスポーツなどをしたり健康づくりができる場（プ

ールなど）」へのニーズも一定ありますが、中学校の跡地ということで体育館やプールの

活用というイメージが先走っている可能性があります。校舎を活用して高齢者向けの健康

づくりの場の提供をする等の活用方法(通いの場等)も組み合わせて、全世代が活用できる

健康づくりの場の提供を進めていくことが必要と思われます。 

市庁舎の跡地活用については年齢が若い人で健康づくりのできる施設との回答割合が

多くなっていますが、市庁舎の跡地に健康づくりの施設を作るよりは、健康づくりのでき

る場として活用できる設備がある程度整っている中学校の活用が効率的であり、かつ費用

の圧縮にもつながると考えられます。 
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Ⅳ 自由意見（抜粋） 

項目 内容（抜粋） 件数 

文化施設・多

世代交流の

場 

・安芸市は、もう少し充実した図書館が必要だと思います。 

・今の市民会館はステージの広さ、反響板、音響、空調設備、楽屋、搬

出入口、駐車場等、老朽化の他に多くの問題があります。現在の市庁

舎跡地では狭すぎるので現安芸中を取り壊して文化ホールを作って

はどうでしょうか。近隣の市町村の多くに良いホールがあるので今の

市民会館がよけいに粗末なものに思えてしまいます。 

・安芸市庁舎跡地、市民会館が年数たっているのと駅より少に遠く感じ

るので、多目的ホールがあればと存じます。 

・＜市役所庁舎跡地＞全体を更地にして、市民会館のような建物を建て

てはどうでしょうか。現在の市民会館もそろそろ建て直した方が良い

くらい古いので。 

・他県他地域の図書館に行くことがあります。どこも明るく広々として

いて、内容も充実しています。館内での催し物もあり文化の中心とし

ての役割を果たしています。その図書館を目当てに旅行者も来ていま

した。すぐに経済効果の上がるものではないですが、そういう学びの

場、憩いとしての場があることは”市”として成り立っている安芸市

には必要ではないかと思います。市民が誇りに思えるような学びの場

を作っていただきたいと思います。 

26 

スポーツ施

設 

・高齢化が進むにつれ、医療費の増える中で少しでも健康な身体を保つ

ためにはスポーツジムのような場所を提供してほしいです。 

・サッカーグラウンドが狭いので、少年サッカー大会等ができるように、

整備してもらいたいです。安芸市でも大きな大会ができれば、人が集

まるキッカケになります。 

・安芸中学校のプールはできたばかりなのでとりこわすのはもったいな

いと思う。元気館のプールが古いので市民開放を安芸中プールで行う

のがいいと思う。 

・今後ますます高齢者しめる社会になって行きますので高齢者や若い人

そして子供達がいつでも気楽に集まれる様な施設にしてほしい。駐車

場は絶対必要ですので出来るだけ広くいつでも利用できる様な場所

になるように健康を維持出来るためにもお年寄りがいつでも寄って

体を動かせ運動出来るスポーツジムを兼ね備えた施設であれば良い

と思う。 

26 
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項目 内容（抜粋） 件数 

宿泊・ 

観光施設 

 

・廃校を水族館、キャンプ場、道の駅に活用した成功例を参考に、市外

から呼べる施設として活用してほしい。限界集落になる事が予想され

るので、積極的に集客力のある企業に誘致も検討してはどうか。 

・安芸市の発展を考え、国道に面した市役所か高速道路が出来た後の交

通の利便性を考慮し、どちらかの跡地に安芸独自の観光客、市民を集

客出来る施設を作ればいいと思う。例、道の駅＋駐車スペース（安芸

市の特産品販売＋イベント等開催を集約（JA産業祭））イベント酒造

メーカー（高知県）の利き酒大会＋販売 

22 

税金につい

て 

 

・税金を大切に使ってほしい。一部の人たちしか使えないようにしない

でほしい。 

・市の財政支出の軽減がどれ程できるかが市民の関心が大きいです。市

税を有効活用してください。 

・矛盾かもしれませんが、財政支出と跡地の利用の効率化効果はどうな

のか?と思います。廃校水族館の様に知恵とアイデアで大金をかけず

に成功した様に何か良い方法を市の職員の皆様に期待して見守りた

いと思います 

19 

民間企業の

誘致 

・企業誘致をして民間へ売却を希望。 

・田舎にいてもパソコンやネットを使って仕事ができるような企業を誘

致し、地元の若者の流出を防ぐとともに、都会からの移住者を増やすチ

ャンスにしてはどうでしょう。コロナ禍での在宅勤務の様子をニュース

などで観て参考になるのではないかと思いました。 

・市の収入になる様な活用法をお願いします。ニュースで東京の本社を

おかずに地方へ移設等の話題も聞きますので、庁舎を壊さないのであれ

ば、民間企業の誘致をして頂きたいです。 

15 

防災 

 

・災害時の避難場所にもなる施設をお願いします。市の中心部にいる時

地震があったらどこに逃げたらいいかわかりません。わかりやすい防災

情報も期待いたします。 

・災害時、ただ避難できるだけの施設ではなく、長期的な事も視野に入

れ、対応出来る施設。 

・津波がくるのなら余計な建物は無いほうが良いかと思います。 

・また将来の災害を考えると、災害時の避難場所としての機能も絶対に

必要ではないかと思う。住民の立場に立った活用方法を是非、選択して

いただきたい。 

12 
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項目 内容（抜粋） 件数 

飲食店 

・市役所跡地について。駅から近い事もあり市外からの人も集まれるひ

ろめ市場みたいな飲食店と非難タワーを兼ねた施設を作って欲しいで

す。目玉になる様な市外からの飲食店とかに入ってもらえれば、汽車で

食事に来る市外からの人も呼び込むことが出来ると思います。安芸市内

からの経済を回すよりも、市外県外からの人を呼び込んで経済を回す事

が必要だと思います。あと、取れたての魚を食べる所とか安芸ならでは

の飲食店があればと思います。おいしい店があれば遠くからでもわざわ

ざ来ると思います。 

・ひらめ市場のような所があれば市外からも人が来て、活性すると思い

ます。地場産品を売りにした安芸市ならではの特色を生かした場所（安

芸市特産の食べ物→食事やアイスクリーム、じゃこソフト、じゃこコロ

ッケ等） 

・市役所跡地は、地場産センター地場産の飲食業等など作って地域活性

を計る。 

9 

子どもの遊

び場 

・子供達が安全、安心して遊べる場所が少なすぎます。日曜日になると

野市や高知方面へ遊びに行く事になります。近くで遊べる場所があれ

ばと思います。 

・子どもが室内で遊べる所を増やしてほしい（雨の日とかに） 

9 

活性化 

・安芸市に活気があふれるような施設があれば嬉しい。 

・安芸市の活性化を望む。 

・安芸市活性化の為人口を増やし、安芸市の温暖な気候を生かし働く場

所、集まれる場所、住みやすい安芸市にしてほしいです。 

9 

買い物 

・今、現在では市外に行き、買い物や衣料品を買いに行く人がたくさん

いてると思われます。 

・跡地はデパートとか大きい建物を作って欲しい（人が多く来るよう

な）。理由は安芸市には、高知市のように大きなデパートや飲食店な

どが少なく、若者が安芸市から離れて行ってしまうから。もっとイオ

ンモールとかみたいな遊べたり、買い物できたり、食べたりできる場

所が出来てほしい。 

・子ども服を多く売っている場所が少ない、 

8 

駐車場 

・安芸市はイベントなど開催時に駐車場が点々と離れていたりして不便

であります。駐車スペースの確保がないと始まらない感があります。 

・施設を利用するにしても、今の市民会館やその他の場所でも、駐車場

が少ないと思います。これからは広く取ってほしいと思います。 

・②駐車場にして、安芸駅をもっと利用してもらう、ごめん、奈半利線

の客を増やす。有料駐車場にして、利用者に安芸市内の店や、ごめん

奈半利線でも利用できるクーポン（割引）券を渡す。 

7 
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項目 内容（抜粋） 件数 

行政機能 

・行政機能を少しでも残してほしい!! 

・市役所が移転すると遠くなり、申請等の手続きを行うのに不便になり

ます。中心地の跡地に簡易に行える支所を置いてもらいたい。 

6 

医療・福祉 

・子どもが具合悪く、保育で預かってもらえない時に 18：30 ぐらいま

で預かってくれる所がほしい 

・医療関係の建物の充実に活用して欲しい。 

4 

学びの場 

・安芸中は不登校の生徒を受け入れる夜間中学のようなものが良いと思

います。 

・少子化の時代だけど、何かに特化した”大学”というのはどうでしょ

うか？例えば、書道の街なので書道に特化した大学とか・・・。 

4 

移住促進 

・県外とか、元気でいるが一人で不安な生活をしている人が同居出来る

マンション、又はアパート。 

・安芸市活性化の為人口を増やし、安芸市の温暖な気候を生かし働く場

所、集まれる場所、住みやすい安芸市にしてほしいです。 

3 

活用に対し

ての思い 

・今の安芸中は私自身、第一期卒業です。そのままの形で有効活用をし

ていただきたいと思います。形だけでも母校として思い出に残して頂

きたいと感じています! 

・安芸市民のためになるものを期待します。 

・新しい施設が北へ移転していくのはいいと思うがそれに伴う交通手段

の整備もしっかりやってほしい。 

・古い建物を活用するのではなく、新しくして活用する方が人が集まる

のではないでしょうか？費用はかかるが・・・ 

・若い自分たちに意見を求められても跡地活用は正直わからないし、現

実的に考えられない。しかるべき立場の人が、プランを出して市民に

問う方がいいのではないかと思います。又、安芸中の跡地は交通が多

い事もあり（高速道路の関係）なかなか難しいのでは？それといろい

ろ業務縮小が言われている中、高知県庁舎が引き上げられるのが一番

衰退するので、その存続を願います。 

36 

行政への要

望 

・行政としてこうあるべき、こうしたいとの具体的ビジョンを示して戴

きたいものです。例 e-shot拠点としてなど。 

・交通の安全面を対策して欲しい、子ども達への交通ルールを徹底して

欲しい。 

6 

その他 

・跡地に関する事ではないですが、早急に総合中学校を開校してほしい

と思います。 

・この度の｢コロナ｣の経済への影響を鑑みた時に単なる観光、外部から

の利益の恩恵ばかりでなく地元の発信、活動により地元がうるおう何

かが必要だと考えます(地力?)(底力?)。 

15 

  


